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椚糾48叶子安半の了｢油危機をはじめとLて,一行i.†丸 ′訓1臥 公

†ij川口買主など,/トまでi瑞J生成1主を続けてきたわが川の総柄はき

わめてきびLい.拭練に良二たされた.-.

二のような怖勢‾卜でl可ド祭1モ=菜としての[卜)ンニJ生別1三一昨が,さら

に
一l没グ〕梢i曜をとげるには17+外の環境千変化に川JJ芯した析製■1J】,

新技術の‖臼了己が巾安であることほいうまでもない.-､ニグ)推進

にあたっては,rl_､二亡製作所傘(さん)‾卜の小火研究J叶をはじめ

とする結締′先I叶の総力を結り三L､プロジェクトの前∴■.-二化と効

ヰ言化,マ〉¶ケツトニーズ'の把(は)抑,仰て先のスピードアップ

ヒ成果のリーJ削ホモ某化などの施策を従水にい1JりLて佃けJにj妊め

るべく努ブJLている｡

また,深刻化した資i偵問題に関しては,1牧胎二の新しい大巧一三

プロジェクトである資源内生利用技術システムに参加した｡そ

グ)他,この椎のプロジェクトには自動中総合管制技術､パタ

ーン帖報処理システム,海水i炎水化,乍に;も日勤車用サイリスタ

十ヨリパ;別征りなどに参加し,r可ノ家的な焚.ミ■-iである目上托恥の

確_)二仁,資i悦利けト技術,瑞ヱj竜改二汚す之術叫言日子己に付そ細抑Jな協プJを

行なっている｡､

′lて､公=:からの肋成,研究委託などによるものには,液晶

を川し､たこたホ装置の1肝究.拭作,口刺巾の-ノ左仝､公二ij子機能の災

Research and Devetopment

小rl棚卸システム､陳J'竹ih三‾ノJ古着詩の輿′～打検山法など卜数什に

ノ之んでおり,止二範川なプロジェクトに柿餅帥Jに参加している.二,

H+ユニ製作所の暫望品は多柁多様であり,それらに対する研究

1;Hヲ己のl勺才羊もJ川汁二多ノ川【iにわたっている｡.･すなわち,新技

術,断裂-171をめぎLた先行Fii+発から,規製.丁7∫の故山,たとえ

ば製-1了■の性能.ノ左全作,イi言畑作,取扱い件,価格低減グ〕ため

の設i汁Jiよび/1三件の汽エネルギー化･日動化が寝り込まれて

いるて_.

これらのうち,先行開発につし､ては､速記記号列の洪ノアかな

交じり史への変枚システム,Siインパットデイオ叩ド,多色発

光素-√,1千川休走瀬化ファクシミリ送一之イi子システムなどがあ

り,北盤す之術でほ大容量変圧器におけるさユ■壬起すJiク〕解析,肌j左

物応力解析用汎用プログラム,才イ油パイプラインのサージ解

析などがある｡また,新材料とLては打性能沸騰用宗J｢伝熱粁,

舟耐牽引て一三無iプチ斤りワニスなどがあげられるし,

左･お.小二･ニモに収綿したものは併究J戊果のごく一一一部であり,

戊栄の人部分はち′与2_Iニモ以‾Fグ)終弓払‡2Jに盛り込まれている(_〕

r一トンニ製作所1肝究ド･liは′.汀=二別j立力とト)臼拓耕純朴をもって鋭ノユ

不断の帥ノ先を巾ね,｢柁術グ〕日立_一+をスローガンとLて,そ♂)

J占鮨作りの推進に【1†定年チブJLているL〕

コンピュータによる速記の漢字かな交じり文への変換シ
ステムを開発

本システムは,速記川の特殊タイプライタ｢ソクタイプ+

によ-)辿続的に入力される速記記号列を自然な洪字かな交じ

り口本文に反i沢することを臼的としている｡区切りのない表

音記号列から言葉を認定する方法とLて,三乗の語幹と語尾,

自立語と付属語の形態_1二の接続関係を分析する形態素分析を

才末梢した｡この方式を採用することにより,名.i■い形容動詞

語幹音読み言葉の盲英字表記化,外国語･外来語のかたかな表

記化,肋詞 くオ･エ･ワ〉 の くを･へ･は〉 表記化およぴてり

読(とう)点そう人を自動的に行ない,読みやすい漢字かな交

じり日本文の作成を可能にした｡また表了て表二呪の数字データ

については,数詞

自重力認定アルゴリ

ズムを開発し,こ

れによリi英数字表

記化を可能にした｡

本システムは速記

録および会議会読な

どを非常に宋帥寺問

に作ることを可▲能

にした｡またこの

技術は,日本語ド

キュメント検索な

ど他の日本語処理

にも利Jすゴ可能であ

る(図1)｡
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50GHz帯Siダブルドリフト形インパットダイオード

の開発

人寄主tデータ通信システム装吊の発振器やJ洲枯i器などに使

われる新構造のミリメ【トル披帯Siインパットダイオードを

開発した｡

二れはSi結晶にホウ素のイオンー打込みを31没行なって作っ

たきわめて滞い均一なp層とn層を持つpl‾pnn＋の4層構造の

ダブルドリフト形インパットダイオ爪ドで,電子およぴ,1仁孔

の両キャリアがブ芭振に寄与してし､るため.高山九 謁効率と

いう特徴がある｡

50GHz′f11こにおける連続発振出力は故人1,13W(図2参月別,

ブ己批効率は拍人12.6%を子ミ主､また､ドガJH力500mW,-1】そ士壬J効
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図2 50GHz帯Siダブルドリフト形インパット

ダイオードの発振特性

率9～10%の

デイ オーーーードを

不払に子t≠るこ

ができた｡ニ

れらは従来の

p十nn＋梢造の

シングルドリ

フト形インパ

ットダイオー

ドに比べて■Lfl

力,効率とも

ほぼ2倍近い

改良がなされ

ている｡



i夜晶を用いた平面表示装置

日立製作所は,液晶表示装置の開発研究について,通商産

業省の重要技術研究開発費補助金(中核技術)の交付を受け,

昭和47年4月より3年計画で大日本塗料株式会社および旭硝

子株式会社との共同研究によりスタートした｡本研究の最終

日標は表1に示すようにf夜晶表示装置としては表示画面およ

び表示文字数ともに前例をみない規模のものである｡今回,

3杜の協力によってその第一一次目標を達成することができた｡

今回試作した表示パネルは,1mmピッチの透明ネサ電極を

コ【ティ ングした2枚のガラス基板を互いに直一交するように

はり合わせ,その間隙(げき)(約10/ノm)にネマチ､ソク液晶を

封入し,動的散乱効果によって表示を行なうもので,表示帥i

面10×15cm2のj垂過形マトリックス パネルである｡文字の表示

はキー ボードによって行ない,目下は英数字の表示が可能で

ある｡

f夜晶材料は大日本塗料株式会社および日立製作所が各種の

液晶化合物のなかから特性のすぐれたものを選出し,少量の

イオン惟添加物を加え応答性を改善したものを用いた｡表示

パネルの試作は主として旭硝子株式会社が行なったが,上述

のガラス基板の表面処手堅技術の向上によって応答性および表

示画質の良いものができるようになった｡同パネルの駆動法

については日立製作所が液晶の電気光学的特性の基礎検討に

基づいて特殊な時分割駆動法を開発した｡この結果,表1に

示すように,第一次目標の表示文字数40字に対して約120字の

表示が可能となり,二最終目標達成のための大画面表示技術を

確立しつつある｡図3は試作装置で20字,6行の表示を行な

っている二状態を示すものである｡現在,さらに電算機端末と

しての機能についても基礎検討を進めており,グラフィック

表示も可能である｡

表l 目標仕様および現状

項 目

表 示 方 式

表 示 画 面

表 示 内 容

表示文字数

I文字の構成

コントラスト

応 答 速 度

期 間

第一三欠目標

マトリックス

10×15cm2

英,数字

40字

5×7ドット

20:l

表示.消去l秒

昭4了/4～昭48/8

芸孟試漂霊書面表示装犠

最 終 日 標

同 左

50×50cm2

英,数,かたかな

600字

7×9ドット

20:11よ上

同 左

昭4了/4～昭50/3

述

現 状

同 左

10×15cm2

英,数字

IZ8字

5×7ドット

20:l

l秒以内

昭48/8
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赤外可視変換形多色発光素子

発光色を制御できる発光素子を二大の方i去により.試作した｡

赤色発光GaAsPと赤外発光GaAs;Siとを同一一ステムに近接

して並置し,赤外光を緑色光に変換するけい光体,NaYF4,

Yb,Erを被覆する(図4)｡通電する素子を選択することによ

り,見かけ上同一の場所の発光色を緑色または赤色に制御す

ることができる｡ダブルジャンクション形発光素子(図5)に

おいても,同様の機能が実現され,さらに素子の電流比を制
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図4 並置形2色発光素子の構造
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図5 ダブルジャンクション形多色発光

素子の構造

御することにより,

赤と緑の中間の色

調をも連続的に得

ることができた｡

これらの発光素子

により,従来の単

色発光素子では,

ON･OFFにより表

示していた情報を,

赤･緑の発光色に

よって明確に伝え

ることができ,ま

たプラスマイナス

などの多様な情幸艮

を表示することも

可能になった｡

カラーブラウン管製作用新規ホトレジスト

シャドーマスクの再加工なしに,カラーブラウン管のブラ

ックマトリックスを製作する場合,使用するホトレジストと

しては,一定強度以下の光に対して極端に感度が低下する,

いわゆる相反則不軌形のホト レジストが望ましい｡ホト レジ

ストのJ京科として各種高分子と光架イ喬別の光化学反応を検討

した結果,所望の特性を有するホトレジストを開発すること

ができた｡

得られた新規ホトレ`ジストは水i容性高分子とビスアジド化

合物から成り,その感光特性は匡16に示すとおりである｡比

較のために従来の相反則形ホトレジスト(PVA一重クロム酸

塩)の感光特性も合わせて示した｡

を使用して製作したブラックマトリ

のホ
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区16 新規ホトレジストと従来

ホトレジストの感光特性の比き餃

また,このホト レジスト

ックスを図7に示す｡こ

トレジストの開発により,

ドーマスタの再加工工程

を省くことが可能となった｡

図了 新規ホトレジストを用いて

製作したフラックマトリックス
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縦続形アダマール変換によるテレビジョン信号の符号化

テレビジョン信号をディジタル符号化することは,ニ将来の

テレビジョン電話やビデオ機器にとって重要になる｡しかし,

たとえば帯域1MHzのテレビ電話信号をそのまま符号化すると

約15Mb/s程度になってしまうため,これを低減することが望

ましい｡アデマール変換はそのl-一一つの方法として広く研究さ

れてきているが,装置の経済性に難点があった｡今回,これ

を従来の数分の-以下の素子で実現する方法を新たに提案し,

開発した｡

アデマール変換は,図8(a)のようにテレビジョンfご号を2∩

佃(図は8個)の絵素(サンプル値)ごとにブロックに分け,こ

れをアデマール行列と呼ばれる十1と-1からのみなる行列

で変換するもので,テレビジョン信号に相関性があるためy2

-y8の成分が′トさく少数のビット数を割り当てるだけで済む｡

このため絵素あたり7ビット相当の画質を平均3ビット程度

で実現することができる｡同図(c)はこれを実現するため新た

に開発した方法(縦続形アダマール変換)のブロック図であり,

適当なタイミング信号で制御することにより上述の変換を行

なう｡同図(b)に示す従来方式で2乃×れ個の加算器を要したもの

が,れ個で済むためれが大きいときには特に効果が大きい｡

アダマール変換は二次元化(二次元アデマール)すると符号

化効率は向上するが,簡単な二次元一次元変換回路と上記の

縦続形アデマール変換を組み合わせて実現する方法を新たに

提案し,実験によって画質がさらに向上することを確認した｡

この結果,符号化効率はよいが経済的に他方式(D-PCMな

ど)に劣ったアデマール変換を容易に実現することができるよ

うになった｡図9は,符号化の画像を合わせて示すものであ

る｡

+一些------⊥二_⇒
-一山-rl-一-Js 甘l一--y8

(a)テレビジョン電話信号とアダマール行列による被変換信号
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マイクロ波増幅器用低雑音GaAs電界効果トランジスタ

日立製作所ではマイクロ波,ミリi皮の微弱な丁は波を感J空よ

く受信するのに有効な低雑音GaAs電界効果トランジスタ

(FET:Field Effect Transistor)を開発した｡GaAsFET

は半う導体材料にGaAsを用い,トランジスタ構造を接でナゲート

FETとするため,高周波で低雑音が期待され内外各社で研究

されている｡しかし,その実用化には多くの困難があり,本

研究では紋適設計,低抵抗オーム接触,‡員失の少ないパッケー

ジをはじめとする諸技術の開発により従来の障害を克服した｡

この結果,日立製作所は郵政省電子皮研究所納めミリ波｢F-継器

′受信部のマイクロ波増帖器に組み込んで所定の性能実現に成

功した｡GaAsFETの最高性能はしゃ断周波数50GHz,4GHz

の雑音指数2.6dBで国際水準にあり,特に通信機への実装に

成功したのは世界で初めてのことである(図10)｡

図10 低雑音G｡As FET

複雑なパターンの中から傷を認識する装置を開発

傷の検査は生産工程に不可欠のものであるが,これまでは

高度な働きを持つ人間の目と頭月尚の判断にたよらぎるを得な

かった｡しかも,複雑な物体中から傷を見つけ出す作業には

緊張の持続が必要であり,熟練した検査員でも見落としを皆

無にすることができないむずかLさがあった｡

本装置はこのような実状を解f失するために開発された視覚

パターン認識技術応用の知能機1戒で,プリント基板のような

込み入ったパタ…ンの中から侮を自動的に発見することがで

きる｡複雑な形状の情報を用いないユニークな手法によって

いるため,装置規模が′トさく,品種ごとの設定変更を要しな

い利.斑を持つ｡本装置は電子回路化された専用装置により,

人間にまさる検査精度を高速処理で実現している(図11)｡

図Il プリント基板用傷検査装置



全固体走査高速ファクシミリ

従来からあるファクシミリは,伝送速度が遅く,保守に手

数がかかるなどの欠点があり,その便利さが認められながら

普及に時間がかかっていた｡これは,従来のものが機1減走査

を主体としたため可変走査のような任意の走査ができず,帯

域圧三鮎などの技術の導入に不向きな面を持っているためである｡

今Id開発した仝Ⅰ司体走査ファクシミリは,送信機にホトダ

イオード アレイを用い,受信機に電十走査マルチ スタイラ

ス放電記録を採用し,きらにその特徴を生かした帯域圧縮装

置を付加した全く新しいタイプのファクシミリである(図12)｡

副走査には可変走査方式を採用し,情報の内容によって伝送

時間が可変となり,これにより帯j戎圧縮装置のメモリは大幅

に簡略化された｡

図ほ 全固体走査高速ファクシミリ

大容量変圧器における言票遊1員の解析

1,000MVA頁汲の超高圧大容量変圧器の朋党にl祭し,市毒と†氏

i成,信相性向上の耐から,i票遊損の什もi成と構造材の局部過熱

防_lLは-一一つのキーポイントである｡これらには従来経験しな

かった一呪象を含んでおり,従来技術の姓氏だけでは不十分で

あるので,F･1立製作所は所管工場,研究所共同で図13に示すよ

うな研究専用の田内二乾大規校の大形変圧才三壬を尊皇作した｡本変百三

器には構造に特別な孝一膚こが心､われ,尖製.1‾ムではi利一右閑雅な部分

のi州;上が可能であるほか,村田,構造による-;;をき響も検討でき

る｡また,3,000点以上の各椎測延素十も取り付けられている｡

本変圧器を用いてi票遊損,局部過熱に関する総合的な解析を

行ない,その発生機構,防+L対策を明らかにし,1,000MVA

級大容量変圧器の開発に対する基礎技術を確立することがで

きた｡
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患

責

暮適意済感
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図13 漂遊損研究用大形変圧器
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2軸励磁同期1幾の線形化近似モデル

2軸励磁同期機の動態安定度を解析するため,線形化近似

モデルを主削jlLた｡図川において,破線で示したループは横

軸励磁成分のため生じたループである｡2軸励磁同期機の二

二】小‾｢l+′プ(｢∂d)

+

〟z.′ ん｡.一

+∴. +ノ･ノ

汀下

ん巾.ノ

←一---一一〟`ヾ

j二子7

手車ご

‥山

+√

〉主:尺=同某朗色特性定数

〃=単位慣性定数

JT7乃=入力トルク変化

』r∫ノ=変度変化

D=制動係数

gら=過濾リアクタンス背後

電J王横軸成分

と:J=過渡リアクタンス背後

電圧直軸成分

』ヱ/｡=直軸界磁電圧制御長

+EJ√｡=横軸界磁電圧制御土

』ピー=端子電圧変化分

Ti-｡J=横軸界磁時定数

Tニー｡～=直軸界磁時定数

図14 2軸励石基同期機の線

形化近似ブロック回

つの界磁巻線は一巻線の利用率の

向から通常は直交配置されない｡

この場でナ,各界磁巻線の磁束方

｢rりと1年,横軸方Irりが一重丈しなく

なるが,界イ滋巻線に関する諸星

の座標変換を行なうことにより,

d一任座標系で表わした図川のブロ

ック囲および各係数を定義する

ことがで､きる｡

このモデルより励磁制御と回

転イ一に作用するトルクとの関係

は直軸励磁成分は負荷角♂の正弓玄

sin♂に比例して作用するのに対

し,横軸励磁成分は余弦cos(rに

比例して作用することがわかる｡

大容量タ”ビン発電機などに

おいてゴ互い将来,2軸励磁方式

が採用される場合にはその第一

の利瓜である動態安;王領城の拡

大の判定に本モデルが適用でき,

また,2軸励磁系の応答特性の

解析月]にも不可欠である｡

相関分光法による排出源用大気汚染ガス3成分測定器
の開発

大1(汚染ガスのう垂続自動測定を目的とする排f上i源用ガス分

析装置とLて柑関分光計を試作した｡

本装置は,大1‾も汚染の主成分である亜硫酸ガス(SO2),-一

酸化窒素(NO),‾二酸化‡窒素(NO2)の3成分を連続同時に測定

できるものである｡測定原理は各ガスに特有な可視,紫外域

における)とのt吸収を利用した分f牧形の分･光光度計を基本とす

るもので,回折格子を固定した分光器の分散スペクトル面上

に,各ガ'スの吸収スペクトルに合わせた多数のスリットを持

った利Ⅰ関マスクがある｡この相関マスクのスリ ットは,目的

ガスの[吸収スペクトルの棒大位置と棟小位置とに合わせた2

稚類に分かれており,交互に通過した光量を検出する｡■交プ土

に得られるrll力の比から目的ガスの定量を行なう｡この方法

は前処王聖を必要としない物理的計測であり,他戌分の干渉効

果が少なく,多数の共存成分の中から目的ガスのみを感度よ

く定量できる｡また各ガスの使川するi皮長城がNO200～230

nm,SO2 280～310nm,NO2 420～450nmと異なることに着

目し,3種類の相関マスクを使用して,3成分同時測定を可

能にしている｡

了試作装置の惟了妃は,実験室での標準ガスによる検定で,3

成分ともに2ppm以下(測定セル長250mm,積分時間1分)の測

忘三感度が得られている｡また実験炉,燃焼炉などの排ガスへ

の実装試験では,化学分析方法の測定値とのよい一致が得ら

れた｡

なお本測完三方法は,日本工業規格JIS-KOlO4｢排ガス中の窒

素恨化物分析方法+の改正案にも採用された｡
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機械,構造物応力解析用汎用プログラム

U立製作所はイ]一限要素法を利用して,題記プログラム9種

芙巨を開発した(総称HISTRAN)｡二れらのうちの--一つは,桔

梗の構造形式に適用しうる葡をも汎用的なものである｡他の8

種類は骨組構造物用,中二定休用,補強薄板構造物用など,そ

れぞれの適J召構造形式を限定したものである｡これらのプロ

グラムは精J空面と利用しやすさの面において種々検討を加え

たものであり,静的,り単性範囲内の応力解析に広く適用できる｡

計算の省力化を図るため,要素の自動分割や,ん打力,変形

など地力の図示を行なうサブプログラムも,いくつか作成し

た｡図15は自助分て刊サブプログラムの一一つを圧力春着削二過用

した例である｡構造物(a)の二面図(b)をもとにして,二れから

立体(c)を組み立て分倒する方法を新しく考案し,このサブプ

ログラムを作J戊した｡

＼

(a)構造形状

重宝

対称面

(b)三面図

:ゥ√

＼

J

(c)自動分割結果

/
接点

要素

図15
一般構造物用自動分割サブプログラムの適用例

羽根車応力計算プログラム"STAR”の開発

水車,ポンプ,圧縮機などに代表されるターボ機寸戒の羽根

中の応力や変形の計算に共通して使うことのできるプログラ

ム"STAR”を開発した｡

このプログラムは羽根中を立体的な板構造物として解析す

るもので,解法としては有限要素法を用いている｡‥般に布

限要素法プログラムは,上汁算時間が土主くなることと人力デー

タの作成に人手がかかることが難点とされているが,"STA

R''では羽根中の柿j生的な周期性を考慮Lた解法を採用するこ

とによI)人帖な計算時問の実舶宿と計算精度の向上を図るとと

もに,入力データの自動作成ルーチンを組み込むことによっ

てデータ作成の省力化を実現した｡

図】6は∴STA打'をノ‾口いて遠心フアンの羽枇中のん打力解析

を行なう場介の要素分例の-一一例をホすものである｡

一/7

こゝ＼

≧さ＼
:くこ

∠

Sこ

芙

図16"STAR”における要素分割の一例

高性能沸騰用新伝熟管｢サーモエクセル+の開発

サーモエクセルとれづけられたこの伝熱管は,′トさな氾性

-ノ仁のもとでも有効に熱を伝えることができる高性能沸騰伝熱
符である｡従火の高性能†云熱管は,たとえば冷i束機絹三堆発器

に佃いられているローフィ ン チューブのようにフィ ンによ り

k熱巾柿を州したものが多い｡｢サmモエクセル+はこれらと

与埠なり,独亡桔な加工により人二工1ti包(ほう)発生核を管表巾iに

作り沸騰熱fよ達率をナ剛馴勺にl叶｢二させたものである｡

図17は｢サーモエクセル+1R管の概観を,図18(al(b)は断【F】f

J∴よび衷一郎の顕微鏡て′‡真をホすものである｡素管表i帥二(彰の

ようなみぞがらせん北に走り,このみぞには規則的なけ那絹を

もって器(ふた)(参がされている｡このような構造をもった伽

を液体に浸せきし加熱すると､みぞ(丑の内側で1(泡が党′卜し

やすくなり,発生した1(泡は穴(動から管外へ放出され伝熱を

促進する｡このため,人二‾r二的な;もi包党′ヒ核は沸騰熱伝達率を

人きく内卜させる働きを持っている｡

′乍1t盲粥不‖俄に和いられているフロン系f令媒およぴイj一機液体

などを沸騰させると,なめらかな耐よリ5～10倍も高い沸騰

熱仁ミ連率がイモ≠ら阜Lる｡一例として図19には沸騰液Rllを川い

たJ湯†ナの沸騰イ去熱作能を他の丁よ熟管の性能と比較してホして

ある｡

また′克際の冷i束俄に川いた場でナ,術環冷蝶パーにi令i束機油が

数パーセントii一己入することは避けられないが,｢サーモエクセ

ル_+はみぞ(む,穴(勤の寸法が過当に大きいため,油による口語

図17 ｢サーモエクセルIB管+

の概書見

ギ
みぞ0〕･

二∴′′孝

ご′導

穴③

(a)断面

議

こ峯

苺

×25

(b)表面 ×15

図Ⅰ8｢サーモ工クセノh顕微鏡写真

まりを起こすことがなくす

ぐれた性能を保っている｡

沸騰⊥呪象を利用したj令却

方法は熱交換器ばかりでな

く,存椎う註乞(機器の冷却に

も泣こく応用されておI),｢サ

ー∧-モエクセル+の用途はき

わめて広いとし､える｡この

節仁ミ熱管は口二在`i一己根株上℃会

什と共同で開発したもので

ある｡)
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石三由パイプラインのサージ解析

石油輸送パイプラインにおし-て,輸送状態を変化させるか

あるし､は運転:状態に異常が起こると,管内に圧力変動(サー

ジ)が生ずる｡サージ現象は,パイ70ラインの安全確保とい

う観点から検討しておくべき主要な課題の一つである｡

このサージ現象を模擬するために,現象を解析し,計算プ

ログラムを作成した｡このフロログラムを用いて,パイプライ

ンを計画する段階で,過度の圧力変動防止策をたてることが

できる｡図20は,対策の-一一例をホすものである｡停電により仝

ポンプが急悼+Lすると,加圧ポンプより下流において油柱分

離がヱトじ,かつ分維姥の油柱再結介l時の異常圧力上界などが考

えられ望ましくない｡対策として,停電を検出して着ターミ

ナルの弁を閉鎖すれば,同図に示すように,負のサージ圧と

正のサージ圧は互いに相殺され,過度の圧力上昇･降下が防

lヒされ安全が確保できる｡
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図20 仝ポンプ急停止時に着ターミナルの弁を閉鎖した場合の管

内の圧力変化

機械構造用としての新しい析出硬化宅嗣の開発

歯申,軸などに用いられる機械構造用鋼としては中炭素鋼,

低合金鋼などがあり,これらに高周波焼入れ,焼入れ焼もど

しなどを施して完成部品とされるのが普通である｡このよう

な場(㌢の問題点としては,焼入れによって生じた変形を所要

の寸法精度に仕上げるための加丁工工数が大きくなることおよ

び大形品では焼入れの質量効果によって必要なかたさが得ら

れにく くなることの2ノエがあげられる｡ニのような問屋重点を

解ぎ央するために,Mo,Ⅴを含有した新しい機械構造Jり析出碓

化鋼を開発した｡析出硬化鋼は,【司i容化熱処理によってやわ

らかく した二状態で機1減加

+二を行ない,その接時効

処理で必要なかたさを得

るものである｡

時効処理は6000c付近

の比較的低音温度から徐冷

するもので,そのとき,

変態もないので熱処理変

形がきわめて′トさく,か

たく したオ犬態での加工が

不要である｡

本開発鋼の碩化特性は

図21に示したとおりで,

片振り引張疲れ強さは75

kg/mm2以上が得られた｡
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匡121新しく開発Lた機械構造用析

出硬イヒ鋼の硬化特性
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高耐熱性無i容剤ワニス｢10レジン+

近年,電ぅも機器の′ト形軽量化,使用条件の過酷化などの傾

向が一一一段と強くなり,これに伴って赤色線材料もC種(最高使

用温度1800c以上)として使用可能なものを要求する声が高ま

つている｡

従来,C椎の耐熱性材料は,主として音容剤形ワニスの分野

で研究が進み,ポリイミド,ポリジフェニルエーテル,シリ

コーンなどのすぐれた材料が開発されている｡しかし,合音受

やi主型に適した無溶剤ワニスはまだ満足すべきものがない｡

現在比較的耐熱性のよい無溶剤ワニスとして,エポキシレジ

ンが広く用いられている｡しかし,その最高使用i温度は180

0cが限度である｡

そのため,2000cの壁を破る高耐熱性無i容剤ワニスの研究が

世界各国で盛んに行なわれているが,ワニスの低粘度化と耐

熱性の両立がきわめて困難なため,まだ実用化できるものは

開発されていない｡

日立製作所では,多年にわたるC種無i容剤ワニスの研究の

結果,ポリマーの分子構造中に耐熱性のすぐれたヘテロ環を

うまく中人することにより,最高2250cで使用できる高耐熱性

無i容剤ワニス｢IOレンジ+の開発に成功した(図22)｡

この｢IOレジン+は硬化前は含浸が容易な低粘度の液体であ

りながら,硬化物は高i且強J空,耐熱劣化特性,電気特性,耐

＼

図22 高耐熱性無ラ容剤ワニス

｢10レジン+
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高耐熱性エポキシ

薬品性,耐湿性などがき

わめてすぐれている(図

23)｡

この｢IOレジン+は車両

用モータ,電動工具など

の電気機器および電子部

品の含き受,注型用として

使用できるのみならずそ

の組成を変えることによ

り,成形材料,積層材料,

i容剤形ワニス,接着剤,

フォームなどへの恥i広い

用途が期待できる｡

注:熱劣化温度 240凸C

測定温度 225ロC

tlIOレジン

シリコーン

U 20 40 60 80

劣化日数(日)

図23｢10レジン+の熱劣化による引張強度の変化




